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Rambling around Nakamura Park (中村
なかむら

公園
こうえん

)  

Organized by NIC Walking Guides

 

When: Sat. 18 Nov., 2023 (*Will still be held in rain)  9:00-12:00 

Where: Meet at Nakamura Koen Sta.(中村
なかむら

公園駅
こうえんえき

、H04) on the Subway Higashiyama Line (地下鉄
ち か て つ

東山
ひがしやま

線
せん

) at the East ticket gate. 

Walking Course: Nakamura Koen Station - Nakamura Park- Nakamura Koen Station  
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【大鳥居
おおとりい

 Ōtorii (Great Torii Gate)】 

大正
たいしょう

 10年
ねん

  (1921年
ねん

 ) に当時
と う じ

の愛知郡
あいちぐん

中村
なかむら

が名古屋
な ご や

市
し

に編入
へんにゅう

され

たのを記念
き ね ん

して、昭和
しょうわ

4年
ねん

 (1929年
ねん

) に中村
なかむら

公園
こうえん

に続
つづ

く参道
さんどう

の入
い

り口
ぐち

に建
た

てられた。鉄筋
てっきん

コンクリート製
せい

で、高
たか

さは 24.2m、柱
はしら

の太
ふと

さは

直径
ちょっけい

2.4m ある。 

Naka Village in Aichi District was incorporated into Nagoya City 

in 1921. In 1929, the Ōtorii (Great Torii Gate) was built at the 

entrance of the approach to the Nakamura Park, to commemorate the 

incorporation. It was made of reinforced concrete. It is 24.2m high 

and its pillars are 2.4m in diameter. 

 

 

【ウクライナ人
じん

イラストレーターが描
えが

いた看板
かんばん

  
Signboard painted by a Ukrainian Illustrator】 

名古屋
な ご や

に避難
ひ な ん

しているウクライナ人のイラストレーター、エリザベータさん

の制作
せいさく

した看板
かんばん

が、中村
なかむら

公園駅前
こうえんえきまえ

のビル屋上
おくじょう

に完成
かんせい

した。地元
じ も と

の建設
けんせつ

会社
がいしゃ

が

支援
し え ん

を兼
か

ねて、今年
こ と し

の 5月
がつ

にデザインを依頼
い ら い

したもの。平和
へ い わ

をテーマに、名古屋
な ご や

のシンボルである金
きん

のしゃちほこや、ウクライナの伝統
でんとう

衣装
いしょう

をまとった女性
じょせい

と、

着物
き も の

姿
すがた

の日本
に ほ ん

女性
じょせい

が描
えが

かれている。 

A signboard created by Elizabeta, a refugee from Ukraine, is installed on the 

roof of the building in front of Nakamura Koen Station. A local construction 

company asked for a design in May as part of efforts to support Ukrainian 

refugees. A symbol of Nagoya, a golden shachihoko, together with a woman in a 

traditional Ukrainian costume and a Japanese woman in kimono are depicted in 

images on the theme of peace. 

 

 

【大鳥居下
おおとりいした

の団子屋
だ ん ご や

 Rice Dumpling Shop under Ōtorii】 

80年前
ねんまえ

、大鳥居
おおとりい

ができたと同時
ど う じ

に小
ちい

さな菓子屋
か し や

ができた。当時
と う じ

、大治
おおはる

、

七宝
しっぽう

、津島
つ し ま

からの収穫
しゅうかく

物
ぶつ

を曳
ひ

いて、名古屋
な ご や

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

の市場
い ち ば

へ運
はこ

んだお百 姓
ひゃくしょう

さんが、ここでお茶
ちゃ

を一服
いっぷく

しながらおはぎを食
た

べる事
こと

が一番
いちばん

の楽
たの

しみであ

ったといわれている。創業
そうぎょう

80 年、伝統
でんとう

の味
あじ

を守
まも

り続
つづ

けた昔
むかし

ながらの素朴
そ ぼ く

なおはぎは、皆
みな

から愛
あい

される一番
いちばん

の人気
に ん き

の品
しな

である。 

80 years ago, a small confectionery shop opened just as the Ōtorii gate was 

completed. In those days, farmers who brought their harvested crops from 

Ōharu, Shippō, and Tsushima to the market around Nagoya Station by cart 

would enjoy eating ohagi (pounded rice covered with sweet red bean paste) while having tea here. Ohagi, 

with its old-fashioned simple taste that has been preserved for 80 years, a traditional taste loved by everyone, 

is the most popular item at the shop. 
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【豊国
とよくに

神社
じんじゃ

 Toyokuni Shrine】 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

公
こう

を祀
まつ

る神社
じんじゃ

として、明治
めいじ

18年
ねん

 (1885年
ねん

) に現在
げんざい

の地
ち

に有志
ゆうし

の地元
じもと

住 民
じゅうみん

により創設
そうせつ

された。昭和
しょうわ

4年
ねん

 (1929年
ねん

) に大鳥居
おおとりい

が建
た

てられ、これは京都市
きょうとし

の平安
へいあん

神宮
じんぐう

大鳥居
おおとりい

よりもわずかに高
たか

く、

創建
そうけん

当時
と う じ

は世界一
せかいいち

高
たか

い鳥居
とりい

であった。  

Toyokuni Shrine, dedicated to Toyotomi Hideyoshi, was founded on 

the current site in 1885 by like-minded local residents. The Ōtorii gate 

(see page 2) was built in 1929 and it was slightly higher than the Heian 

Jingū Ōtorii in Kyoto City. The gate was the tallest one in the world at 

the time of its construction. 

 

 

【中村
なかむら

公園
こうえん

 Nakamura Park】 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の誕 生
たんじょう

を記念
きねん

して、明治
めいじ

18年
ねん

 (1885年
ねん

) に建
た

てられ

た豊国
とよくに

神社
じんじゃ

を中 心
ちゅうしん

に整備
せいび

された回遊式
かいゆうしき

林泉
りんせん

庭園
ていえん

をもつ公園
こうえん

。

桐蔭
とういん

茶席
ちゃせき

、香
かお

りの園
その

などがあり、フジの名所
めいしょ

でもある。また近隣
きんりん

には、秀
ひで

吉
よし

、加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

と、二人
ふ た り

の生
い

きた時
じ

代
だい

を 紹
しょう

介
かい

する歴史
れ き し

博物館
はくぶつかん

「名古屋市
な ご や し

秀
ひで

吉清
よしきよ

正博物館
まさはくぶつかん

」や中村
なかむら

文化
ぶ ん か

小 劇 場
しょうげきじょう

、中村
なかむら

図書館
としょかん

などを備
そな

えた中村
なかむら

公園
こうえん

文化
ぶ ん か

プラザなどがある。毎年
まいとし

5月
がつ

第
だい

2

土曜日
ど よ う び

・日曜日
にちようび

には豊国
とよくに

神社
じんじゃ

で「太閤
たいこう

まつり」が開催
かいさい

される。太閤
たいこう

とは、摂政
せっしょう

・太政
だじょう

大臣
だいじん

を引退
いんたい

した者
もの

、

つまり豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

のことである。 

Nakamura Park was established to commemorate the birth of Toyotomi 

Hideyoshi, with Toyokuni Shrine built in 1885 as the centerpiece. The park 

contains a Japanese-style garden with a path around a central pond, mounds, 

and trees. Within the park is also the Tōin Tea Room, and a garden of 

fragrances, and it is also known as a scenic spot for wisteria. In addition, 

there is the Nagoya City Hideyoshi & Kiyomasa Memorial Museum that 

introduces Hideyoshi and Kato Kiyomasa, a warlord born in the Owari 

district, and the era in which they were actively involved. There is also the 

Nakamura Park Cultural Plaza, which contains the Nakamura Playhouse theater and the Nakamura Library. 

Every year on the second Saturday and Sunday of May, the “Taikō Festival” is held at Toyokuni Shrine. Taikō, 

meaning “retired imperial advisor”, refers to Toyotomi Hideyoshi. 

 

 

【太閤
たいこう

まつり Taikō Festival】 

尾張
お わ り

中村
なかむら

の地
ち

に生
う

まれて農
のう

民
みん

から天
てん

下人
か び と

へと立身出世
りっしんしゅっせ

を遂
と

げた豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

公
こう

を祀
まつ

った豊
とよ

国
くに

神
じん

社
じゃ

の例
れい

祭
さい

で、

各町内
かくちょうない

から神輿
み こ し

や踊
おど

りが練
ね

り歩
ある

く。初日
しょにち

には太極拳
たいきょくけん

、三味線
しゃみせん

や太鼓
た い こ

、民謡
みんよう

などが披露
ひ ろ う

され、二日目
ふ つ か め

には還暦
かんれき

を祝
いわ

う豊
ほう

太閤
たいこう

頭巾
ず き ん

の行列
ぎょうれつ

や、子
こ

どもの健
すこ

やかな成長
せいちょう

と出世
しゅっせ

を願
ねが

う稚児
ち ご

行列
ぎょうれつ

が盛大
せいだい

に催
もよお

される。祭
まつ

り当日
とうじつ

は鳥居
と り い

の入口
いりぐち

から神社
じんじゃ

周辺
しゅうへん

の道
みち

一帯
いったい

に屋台
や た い

が立
た

ち並
なら

び、地元
じ も と

民
みん

にとって家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

と食
た

べ歩
ある

きをしながら

祭
まつ

りの雰囲気
ふ ん い き

を楽
たの

しみ、交友
こうゆう

を深
ふか

める場
ば

にもなっている。 
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The Taikō Festival is the annual festival of Toyokuni Shrine (see page 3), which enshrines Toyotomi 

Hideyoshi, who was born in the Owari Nakamura area and rose from being the child of a farmer to become a 

person who held the reins of government. Mikoshi, or portable shrines, and dancers parade from each 

neighborhood. On the first day, tai chi, shamisen, taiko drums, folk songs, etc. are performed, and festivities 

on the second day include a procession of  parishioners in ceremonial Hōtaikō hoods to celebrate reaching 

60 years of age, and a procession of children to pray for the healthy growth and success of children. On the 

day of the festival, food stalls line the streets around the shrine from the entrance of the torii gate, and it is 

also a place for locals to enjoy the festival atmosphere and deepen their friendships while eating and strolling 

with their family and friends. 

 

 

【三
さん

英傑
えいけつ

 Three Heroes】 

名古屋
な ご や

にゆかりがあり、戦国
せんごく

時代
じ だ い

に天下
て ん か

統一
とういつ

へ導
みちび

いた三人
さんにん

の戦国
せんごく

大名
だいみょう

、織田
お だ

信長
のぶなが

、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

、徳川
とくがわ

家康
いえやす

を三
さん

英傑
えいけつ

という。織田
お だ

信長
のぶなが

のもとで出会
で あ

ったふたり。豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

は織田
お だ

信長
のぶなが

の家臣
か し ん

であり、徳川
とくがわ

家康
いえやす

は、その

後
ご

の太平
たいへい

の世
よ

を築
きず

く同盟者
どうめいしゃ

となった。毎年
まいとし

、名古屋
な ご や

まつりでは、この三人
さんにん

にちなんで郷土
きょうど

英傑
えいけつ

行列
ぎょうれつ

が行
おこな

わ

れている。 

また、三人
さんにん

の性格
せいかく

を鳴
な

かないホトトギスで表
あらわ

した俳句
は い く

がある。 

 

鳴
な

かぬなら、殺
ころ

してしまおうホトトギス（信長
のぶなが

、短気
た ん き

） 

鳴
な

かぬなら、鳴
な

かせてみようホトトギス（秀
ひで

吉
よし

、策略家
さくりゃくか

） 

鳴
な

かぬなら、鳴
な

くまで待
ま

とうホトトギス（家康
いえやす

、辛抱
しんぼう

強
づよ

い） 

 

Oda Nobunaga, Toyotomi Hideyoshi, and Tokugawa Ieyasu, the three feudal lords of the Sengoku (Warring States) 

period with connections to Nagoya whose efforts led to the unification of the nation, are called the “Three 

Heroes”.  What is the relationship between the three? Hideyoshi and Ieyasu met while serving under Oda Nobunaga. 

Toyotomi Hideyoshi was a vassal of Oda Nobunaga, and Tokugawa Ieyasu was an ally who later built a peaceful society. 

Every year at the Nagoya Festival, the parade of local heroes is held in honor of these three men.  

In addition, there is a Haiku poem that expresses the character of the three heroes with a non-singing hototogisu 

(little cuckoo). 

If the hototogisu does not sing, kill it (Nobunaga: short tempered) 

If the hototogisu cuckoo does not sing, make it sing (Hideyoshi: ingenuity) 

If the hototogisu does not sing, wait until it sings (Ieyasu: patience) 
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【豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

 Toyotomi Hideyoshi】 

<生
お

い立
た

ち> 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の生
う

まれについてははっきりとした事
こと

は分
わ

かっていないが、言
い

い伝
つた

えによると、1537年
ねん

現在
げんざい

の

名古屋市
な ご や し

中村区
なかむらく

の農民
のうみん

（一説
いっせつ

には下級
かきゅう

武士
ぶ し

）の子
こ

として生
う

まれたと言
い

われている。  

秀
ひで

吉
よし

は意地
い じ

の悪
わる

い継父
け い ふ

と折
お

り合
あ

いが悪
わる

く、15歳
さい

で 侍
さむらい

になると決
き

め家
いえ

を出
で

た。生計
せいけい

を立
た

てるために針
はり

の

行 商
ぎょうしょう

をしながら様々
さまざま

な苦労
く ろ う

を乗
の

り越
こ

え、18歳
さい

頃
ごろ

には首尾
し ゅ び

よく尾張
お わ り

の大名
だいみょう

である織田
お だ

信長
のぶなが

に仕
つか

えるように

なった。 

<BACKGROUND> 

Little is known for sure about Toyotomi Hideyoshi’s early life. According to legend, Hideyoshi was born in what is 

now Nakamura Ward, Nagoya City in 1537 as a son of a poor farmer, or a low-ranking samurai warrior. Hideyoshi made 

up his mind to become a samurai warrior and left home at the age of 15 as he had had a hard time getting along with his 

mean stepfather. He made his living by selling needles, and overcoming various hardships. When he was around 18, he 

successfully came to serve Oda Nobunaga, head of the Oda clan which ruled Owari province. 

 

<成
な

り上
あ

がり> 

彼
かれ

は賢
かしこ

く、また人
ひと

の心
こころ

を掌握
しょうあく

する事
こと

にも長
た

けていた。ある冬
ふゆ

の寒
さむ

い日
ひ

に信
のぶ

長
なが

の草履
ぞ う り

を 懐
ふところ

で温
あたた

めたこ

とで信長
のぶなが

の注意
ちゅうい

を引
ひ

いたという有名
ゆうめい

な話
はなし

がある。次
つぎ

々
つぎ

に戦
たたか

う中
なか

、秀
ひで

吉
よし

は功績
こうせき

をあ

げ、信長
のぶなが

の最
もっと

も信
しん

頼
らい

できる有能
ゆうのう

な大将
たいしょう

の一人
ひ と り

だと認
みと

められるようになった。1582

年
ねん

の本能寺
ほんのうじ

の変
へん

の後
あと

、他
ほか

の大名
だいみょう

を倒
たお

し信
のぶ

長
なが

の後継者
こうけいしゃ

となり、天皇
てんのう

を補佐
ほ さ

するとい

う最
もっと

も位
くらい

の高
たか

い関白
かんぱく

の役職
やくしょく

を与
あた

えられた。「豊臣
とよとみ

」という姓
せい

を天皇
てんのう

から賜
たまわ

り、

1591年
ねん

天下
て ん か

統一
とういつ

を達成
たっせい

した。彼
かれ

は農民
のうみん

から大将
たいしょう

に成
な

り上
あ

がり、日本
に ほ ん

を統一
とういつ

して 100

年
ねん

以上
いじょう

続
つづ

いた戦国
せんごく

時代
じ だ い

を終
お

わらせた、日本
に ほ ん

で一番
いちばん

出世
しゅっせ

した人
ひと

とされている。 

※詳
くわ

しい情報
じょうほう

は、「太閤
たいこう

秀
ひで

吉
よし

功
こう

路
ろ

」のサイトをご覧
らん

ください。 

http://lifetime-dream-road.jp/taiko_hideyoshi_kouro/ 

<RISE TO POWER> 

Hideyoshi was not only smart but also good at winning the minds of people. There is a 

famous story telling that he got the attention of Nobunaga by keeping Nobunaga’s sandals 

warm under his kimono on one cold winter day. Fighting in one battle after another, he made 

great achievements and came to be recognized as one of Nobunaga’s most trusted and competent 

generals. He became the successor of Nobunaga after the Honnōji Incident in 1582, defeating 

other rivals. He was then promoted to the highest ranked minister “kanpaku,” the chief adviser to 

the Emperor, and he was given a surname, Toyotomi, by the Emperor. He unified Japan in 1590. 

He is regarded as the most successful person in Japan because he rose from a peasant to a 

general and finally unified Japan to end the Sengoku period which had lasted more than 100 years. 

※For more information about Toyotomi Hideyoshi, please check the “Taiko Hideyoshi Kōro” 

 (Taiko Hideyoshi Genesis)  

website: http://lifetime-dream-road.jp/taiko_hideyoshi_kouro/english/. 

 

  

秀
ひで

吉
よし

 と 清
きよ

正
まさ

 

Hideyoshi & Kiyomasa 

太閤
たいこう

秀
ひで

吉
よし

功
こう

路
ろ

の案内板
あんないばん

（豊国
ほうこく

神社前
じんじゃまえ

） 

The signboard of “Taiko Hideyoshi Koro” 
 (Taiko Hideyoshi Genesis) 

http://lifetime-dream-road.jp/taiko_hideyoshi_kouro/
http://lifetime-dream-road.jp/taiko_hideyoshi_kouro/english/
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【加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

 Kato Kiyomasa】 

1562年
ねん

、加藤清正
かとうきよまさ

は現在
げんざい

の名古屋市
な ご や し

中村区
なかむらく

に生
う

まれた。母親
ははおや

は豊臣秀吉
とよとみひでよし

の

母親
ははおや

の従妹
い と こ

であったといわれている。彼
かれ

は 15歳
さい

で秀吉
ひでよし

に仕
つか

え始
はじ

めた。 

1583年
ねん

、賤
しず

ヶ
が

岳
たけ

の戦
たたか

いでは、秀吉
ひでよし

の軍勢
ぐんぜい

で 戦
たたか

った。その戦
たたか

いでの功績
こうせき

に

より、彼
かれ

は「賤ヶ
し ず が

岳
たけ

の七本槍
しちほんやり

」の一人
ひ と り

として知
し

られるようになった。 

秀吉
ひでよし

の死後
し ご

、清正
きよまさ

は彼
かれ

のライバルであり上司
じょうし

でもある石田光成
いしだみつなり

と衝突
しょうとつ

し、

徳川家康
とくがわいえやす

に近
ちか

づき始
はじ

めた。 

晩年
ばんねん

、清正
きよまさ

は家康
いえやす

と豊臣秀頼
とよとみひでより

  (秀吉
ひでよし

の息子
む す こ

 ) との複雑化
ふくざつか

する関係
かんけい

の仲介
ちゅうかい

を

試
こころみ

みた。1611年
ねん

、海路
か い ろ

で熊本
くまもと

へ向
む

かう途中
とちゅう

に 病
やまい

に倒
たお

れ到着後
とうちゃくご

間
ま

もなく亡
な

く

なった。 

清正
きよまさ

は勇敢
ゆうかん

な戦士
せ ん し

であるだけでなく築城
ちくじょう

の名手
めいしゅ

でもあり、2006年
ねん

、清正
きよまさ

が

築
きず

いた熊本
くまもと

城
じょう

は日本
に ほ ん

の 100名城
めいじょう

の 1
ひと

つに選
えら

ばれた。 

In 1562, Kato Kiyomasa was born in what is now Nakamura-ku, Nagoya. His mother is said to be a cousin of 

Toyotomi Hideyoshi’s mother. He entered into Hideyoshi's service at the age of 15. 

In 1583, he fought in Hideyoshi’s army at the Battle of Shizugatake. Owing to his achievement in that battle, he 

became known as one of the Seven Spears of Shizugatake (seven most brave warriors). After Hideyoshi’s death, 

Kiyomasa clashed with Ishida Mitsunari, his rival and superior, and drew closer to Tokugawa Ieyasu. 

In his later years, Kiyomasa tried to work as a mediator between Ieyasu and Toyotomi Hideyori (a son of Hideyoshi), 

for their relationship had become increasingly complicated. In 1611, on route by sea to Kumamoto, he fell ill, and died 

shortly after his arrival. 

Kiyomasa was not only a brave warrior, but also a renowned castle-builder; in 2006, Kumamoto Castle, built by 

Kiyomasa, was listed as one of the 100 Finest Castles of Japan. 

 

 

【名古屋市
な ご や し

秀
ひで

吉清
よしきよ

正記念館
まさきねんかん

 Nagoya City Hideyoshi & Kiyomasa Memorial Museum】 

名古屋市
な ご や し

秀
ひで

吉清
よしきよ

正記念館
まさきねんかん

は、中村
なかむら

公園
こうえん

文化
ぶ ん か

プラザの 2階
かい

にある歴史
れ き し

博物館
はくぶつかん

である。 

館内
かんない

では、現在
げんざい

の名古屋市
な ご や し

中村区
なかむらく

に生
う

まれた2 人
ふたり

の戦国
せんごく

武将
ぶしょう

、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

と加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

に関
かん

する資料
しりょう

が収 集
しゅうしゅう

・展示
て ん じ

されている。常設展
じょうせつてん

では、

織田
お だ

信長
のぶなが

の登場
とうじょう

から秀
ひで

吉
よし

の天下
て ん か

統一
とういつ

、豊臣
とよとみ

氏
し

の滅亡
めつぼう

に至
いた

るまでが紹
しょう

介
かい

されている。毎年
まいとし

秋
あき

には特別
とくべつ

陳列
ちんれつ

が開
かい

催
さい

され、また、通年
つうねん

的
てき

に所蔵品
しょぞうひん

による特集
とくしゅう

展示
て ん じ

や写真
しゃしん

パネル展
てん

も行われている。 

Nagoya City Hideyoshi & Kiyomasa Memorial Museum is a historical museum located on the 2nd floor of 

Nakamura Park Cultural Plaza. The museum collects and exhibits cultural properties associated with two 

military commanders, Toyotomi Hideyoshi and Kato Kiyomasa, who came from what is now Nakamura Ward 

in Nagoya City. The permanent exhibition introduces the period from Oda Nobunaga and the unification of 

the country under Hideyoshi’s reign to the fall of the Toyotomi family. The museum holds special exhibitions 

every autumn; photo panels and other collections are also open to the public throughout the year. 
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【初代
しょだい

中村
なかむら

勘
かん

三郎
ざぶろう

 生誕
せいたん

記念像
きねんぞう

 The Birthplace Memorial Statue of Nakamura Kanzaburō Ⅰ】 

2017年
ねん

（平成
へいせい

29年
ねん

）、江戸
え ど

時代
じ だ い

初期
し ょ き

に活躍
かつやく

した歌舞伎
か ぶ き

役者
やくしゃ

・初代
しょだい

中村
なかむら

勘
かん

三郎
ざぶろう

の生誕
せいたん

の地
ち

が尾州
びしゅう

愛
あい

智
ち

群
ぐん

中村
なかむら

（現
げん

・名古屋市
な ご や し

中村区
なかむらく

）であることに因
ちな

み、建立
こんりゅう

された。 

勘
かん

三
ざぶ

郎
ろう

は、新
あたら

しいものが大
だい

好
す

きだったといわれている。勘
かん

三
ざぶ

郎
ろう

は、上
かみ

方
がた

で産
うぶ

声
ごえ

を

上
あ

げたばかりだった歌
か

舞
ぶ

伎
き

に興
きょう

味
み

を抱
いだ

き、京
きょう

（現
げん

・京都
きょうと

）で大蔵流
おおくらりゅう

狂言
きょうげん

を学
まな

ん

だ。そして、それを基
もと

に舞踊
ぶ よ う

「猿
さる

若
わか

舞
まい

」を創作
そうさく

して、大変
たいへん

な人気
に ん き

を集
あつ

めた。この像
ぞう

のポーズは、勘
かん

三郎
ざぶろう

が「猿
さる

若
わか

舞
まい

」を舞
ま

っている姿
すがた

を表
あらわ

したものである。舞
まい

の名称
めいしょう

に用
もち

いられている「猿
さる

若
わか

」という言葉
こ と ば

の由来
ゆ ら い

は諸説
しょせつ

あるが、どの説
せつ

が有力
ゆうりょく

なのかは

定
さだ

かでない。「猿
さる

若
わか

舞
まい

」の踊
おど

り手
て

は、当初
とうしょ

、物真似
も の ま ね

や木遣
き や

り音頭
お ん ど

などを行
おこな

う道化師
ど う け し

だったが、やがて、道化師
ど う け し

としての位置
い ち

づけから、江戸
え ど

歌舞伎
か ぶ き

の芝居
し ば い

小屋
ご や

で創立
そうりつ

を

記念
き ね ん

して上演
じょうえん

される 寿
ことぶき

狂言
きょうげん

の踊
おど

り手
て

へと変
か

わっていった。 

また、勘
かん

三郎
ざぶろう

は、京
きょう

から江戸
え ど

（現
げん

・東京
とうきょう

）に渡
わた

り、江戸
え ど

で初
はじ

めてとなる常設
じょうせつ

の芝居
し ば い

小屋
ご や

「猿
さる

若座
わ か ざ

」を

開設
かいせつ

したことから、江戸
え ど

歌舞伎
か ぶ き

の開祖
か い そ

といわれている。 

In 2017, a statue of Nakamura Kanzaburō Ⅰ, a kabuki actor in the early Edo period (the 17th century) was erected here 

as Nakamura Ward was his birthplace. 

Kanzaburō loved new things. He became interested in the Kabuki theater that had then recently emerged in Kamigata 

(Kansai area) and studied Kyōgen in Kyō (currently known as Kyoto) under the Ōkura school, the oldest Kyōgen school. 

The Saruwaka-mai dance that Kanzaburō devised based on the Kyōgen of the Ōkura school proved hugely popular. This 

statue is in a Saruwaka-mai dancing pose. The origin of the dance’s name, “Saruwaka”, has various theories, but no one 

knows which one is closest to the truth. In early days, Saruwaka-mai dancers were clowns who performed mimicry, 

Kiyari ondo (lumber carrier’s chants) and so on. In later years, their roles changed into dancers of Kotobuki-Kyōgen (a 

traditional style of Kyōgen), who performed to commemorate the construction of Edo Kabuki playhouses.  

Furthermore, Kanzaburō relocated from Kyō to Edo (now Tokyo), and established the Saruwaka-za, the first 

permanent playhouse in Edo, making him the founder of Edo Kabuki.   

 

 

  名古屋
な ご や

は芸
げい

どころ Nagoya is a place of art 

名古屋
な ご や

は、勘三郎
かんざぶろうろう

亡
な

き後
あと

の江戸
え ど

時代
じ だ い

中期
ちゅうき

から芸
げい

どころとして知
し

られている。 

尾張藩
おわりはん

第七代
だいななだい

藩主
はんしゅ

・徳川宗春
とくがわむねはる

（1696〔元禄
げんろく

9年
ねん

〕～1764年
ねん

〔明和
め い わ

元年
がんねん

〕）が、江戸
え ど

幕府
ば く ふ

第八
だいはち

代
だい

将軍
しょうぐん

・徳川
とくがわ

吉宗
よしむね

（1684年
ねん

〔貞
じょう

享
きょう

元年
がんねん

〕～1751年
ねん

〔寛
かん

延
えん

4年
ねん

〕）によって行
おこな

われた、質素
し っ そ

倹約
けんやく

を推奨
すいしょう

する幕政
ばくせい

改革
かいかく

「享保
きょうほう

の改革
かいかく

」（1716年
ねん

）に逆
さか

らい、消費
しょうひ

を増
ふ

やすことで経済
けいざい

を豊
ゆた

かにしようと、歌舞伎
か ぶ き

の賑
にぎ

わいを仕掛
し か

けた。「享保
きょうほう

の改革
かいかく

」により江戸
え ど

、京都
きょうと

、大坂
おおさか

で仕事
し ご と

を失
うしな

った歌舞伎
か ぶ き

や浄瑠璃
じょうるり

の飾
かざ

り職人
しょくにん

や芸人
げいにん

を次々
つぎつぎ

に名古屋
な ご や

に集
あつ

め、

芝居
し ば い

を上演
じょうえん

するための場所
ば し ょ

を増
ふ

やしていったのである。その結果
け っ か

、名古屋
な ご や

で暮
く

らす人々
ひとびと

は、芝居
し ば い

を鑑賞
かんしょう

す

る機会
き か い

が増
ふ

え、芝居
し ば い

の善
よ

し悪
あ

しを見極
み き わ

める眼
め

が養
やしな

われる機会
き か い

を得
え

た。 

Nagoya has been known as a place of art since the mid-Edo era, after Kanzaburō’s death. 

In 1716, Tokugawa Muneharu (1696-1764), the seventh lord of the Owari Tokugawa family, defied the Kyoho reforms 

that Tokugawa Yoshimune (1684-1751), the eighth Shogun, implemented to push cost-cutting. To stimulate consumer 

activity, Muneharu jump-started Nagoya with Kabuki. Kabuki craftspeople and Kabuki actors who had lost their jobs in Edo, 

Kyo, or Osaka, moved to Nagoya. The number of theaters increased in Nagoya, giving local residents more opportunities to 

acquire an appreciation of good plays. 
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【名古屋
な ご や

競輪場
けいりんじょう

 Nagoya Keirin (Nagoya Velodrome)】 

競輪
けいりん

は、競艇
きょうてい

、競馬
け い ば

、オートレースと並
なら

ぶ公営
こうえい

競技
きょうぎ

のひとつ。全国
ぜんこく

に

競輪場
けいりんじょう

は43か所
しょ

あり、名古屋
な ご や

競輪場
けいりんじょう

は1949年
ねん

に設立
せつりつ

された。1 周
しゅう

400m。

日本
に ほ ん

のプロスポーツの中
なか

で選
せん

手数
しゅすう

が 最
もっと

も多
おお

い競技
きょうぎ

とされ、2300人
にん

程
ほど

の

選手
せんしゅ

が在籍
ざいせき

している（2019年
ねん

）。 

Bicycle racing is one of the government-controlled competitive sports events, such 

as boat racing, horse racing, and auto racing. There are 43 velodromes in Japan, 

and Nagoya Velodrome was built in 1949. Each lap of the track is 400 meters. The 

number of the professional cyclists in Japan is about 2,300, the largest of all Japanese professional sports (as of 2019). 

 

【みたらし団子
だ ん ご

 Mitarashi Dango】 

中村
なかむら

公園
こうえん

の近
ちか

くには、人気
に ん き

のみたらし団子
だ ん ご

の店
みせ

がある。みたらし団子
だ ん ご

は、日本
に ほ ん

の伝統的
でんとうてき

なお菓
か

子
し

で、大人
お と な

にも子
こ

どもにも愛
あい

されている。串
くし

に刺
さ

してあるた

め食
た

べ歩
ある

きしやすく、行楽
こうらく

やピクニックに最適
さいてき

なお菓子
か し

である。その起源
き げ ん

は、

京都
きょうと

の下鴨
しもがも

神社
じんじゃ

で行
おこな

われる御手洗
み た ら し

祭
まつ

りの折
おり

に、神前
しんぜん

にお供
そな

えされた団子
だ ん ご

が始
はじ

まりであると言
い

われている。 

There is a popular mitarashi dango shop near Nakamura Park. Dango, or a rice 

dumplings on a skewer, is one of Japanese traditional confections. People enjoy mitarashi dango (dango with a sweet 

soy glaze) during trips and on excursions, because it is easy to walk and eat with a skewer. The origins can be traced 

back to a festival known as Mitarashi Matsuri in Shimogamo-jinja, Kyoto, where dango were offered to the god. 

【妙
みょう

行寺
ぎょうじ

 Myōgyōji Temple】 

1610年
ねん

に建立
こんりゅう

された寺院
じ い ん

。加藤
か と う

清
きよ

正生誕
まさせいたん

の地
ち

といわれている。 

The temple was built in 1610. It is said to have been the birthplace of 

Kato Kiyomasa. 

 

 

 

 

【常泉寺
じょうせんじ

 Jōsenji Temple】 

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

生誕
せいたん

の地
ち

のひとつと言
い

われており、秀
ひで

吉
よし

の死後
し ご

、加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

によって 1606年
ねん

に創建
そうけん

された寺院
じ い ん

。「秀
ひで

吉
よし

公
こう

産湯
う ぶ ゆ

の井戸
い ど

」は、現在
げんざい

もその姿
すがた

をとどめている。 

It is said to be one of the sites believed to be the birthplace of 

Toyotomi Hideyoshi, and was established in 1606 by Kato Kiyomasa 

after Hideyoshi’s death.  

The “Well of the Baby Bath of Hideyoshi" still retains its original 

appearance.  
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【日本
に ほ ん

庭園
ていえん

 Japanese Garden】 

・庭園
ていえん

文化
ぶんか

は 6～7世紀
せいき

に中 国
ちゅうごく

から仏 教
ぶっきょう

などと共
とも

に伝
つた

わった。 

  そのため古代
こだい

中 国
ちゅうごく

の神仙
しんせん

思想
しそう

、仏 教
ぶっきょう

思想
しそう

、民間
みんかん

信仰
しんこう

の影響
えいきょう

を強
つよ

く受
う

けている。 

・あるものをそれとは別
べつ

のもので表現
ひょうげん

する「見立
み た

て」という手法
しゅほう

を使
つか

う。例
たと

えば横長
よこなが

の岩
いわ

を船
ふね

に見立
み た

てたり、敷
し

き詰
つ

められた白砂
は く さ

を大海
たいかい

や大河
た い が

に見立
み た

てたりする。 

 

・日本
にほん

庭園
ていえん

は西洋
せいよう

庭園
ていえん

と比
くら

べて以下
い か

のような違
ちが

いがある。 

 日本
に ほ ん

庭園
ていえん

 西洋
せいよう

庭園
ていえん

 

 

 

 

 

 

 

中村
なかむら

公園
こうえん

 

 

 

 

 

 

 

ベルサイユ宮殿
きゅうでん

 

特徴
とくちょう

 山
やま

や小川
お が わ

、滝
たき

などのような自然
し ぜ ん

の形
かたち

を

作
つく

る 

幾何学
き か が く

模様
も よ う

、左右
さ ゆ う

対称
たいしょう

で、噴水
ふんすい

や彫刻
ちょうこく

などを使
つか

い、自然界
しぜんかい

には無
な

い空間
くうかん

を作
つく

る 

見
み

られる場所
ば し ょ

 主
おも

に寺
てら

や神社
じんじゃ

 主
おも

に城
しろ

や宮殿
きゅうでん

 

自然
し ぜ ん

への考
かんが

え方
かた

 自然
し ぜ ん

は共存
きょうぞん

するもの 自然
し ぜ ん

は制
せい

するもの 

鑑賞
かんしょう

の目線
め せ ん

 目
め

の高
たか

さもしくは下
した

からの目線
め せ ん

で

鑑賞
かんしょう

されることを意識
い し き

したデザイン 

宮殿
きゅうでん

のテラスなどの上
うえ

から見下
み お

ろして鑑賞
かんしょう

され

ることを意識
い し き

したデザイン 

花木
か ぼ く

 心
こころ

を穏
おだ

やかにする目
もく

的
てき

のため、華
はな

やか

な花
か

木
ぼく

類
るい

はあまり使
つか

われない 

バラなどの鮮
あざ

やかな花
はな

を飾
かざ

ったり、花壇
か だ ん

を作
つく

った

りする 

 

・日本
に ほ ん

庭園
ていえん

で使
つか

われている特徴的
とくちょうてき

なもの(中村
なかむら

公園
こうえん

でも見
み

られるもの)  ※多
おお

くは前述
ぜんじゅつ

の思想
し そ う

に基
もと

づいている。 

池
いけ

 池
いけ

は、「見立
み た

て」で海
うみ

や川
かわ

を表現
ひょうげん

している。 

庭園
ていえん

の中心
ちゅうしん

に池
いけ

を配
はい

する様式
ようしき

を「池
ち

泉
せん

庭園
ていえん

」と呼
よ

び、以下
い か

の 3 つのタイプがある。 

池泉
ち せ ん

舟遊式
しゅうゆうしき

：舟
ふね

に乗
の

って庭園
ていえん

を楽
たの

しむ 

池
ち

泉
せん

鑑賞式
かんしょうしき

：屋敷
や し き

の座敷
ざ し き

などから庭園
ていえん

を楽
たの

しむ 

池
ち

泉
せん

回遊式
かいゆうしき

：園内
えんない

を歩
ある

きながら楽
たの

しむ 

州浜(すはま) 

荒磯(あらそ) 

岸辺
き し べ

に小
ちい

さな石
いし

や砂
すな

を敷
し

き詰
つ

めた景
けい

観
かん

を「州浜(すはま)」といい、穏
おだ

やかな浜辺
は ま べ

を表
あらわ

し

ている。 

岸辺
き し べ

に岩
いわ

を配
はい

したものを「荒磯(あらそ)」といい、波
なみ

で浸
しん

食
しょく

された岩場
い わ ば

を表
あらわ

している。 

滝
たき

 自然界
しぜんかい

の滝
たき

は山
やま

の奥深
おくふか

くにあることが多
おお

い。 

滝
たき

を組
く

むことで、深山
しんざん

幽谷
ゆうこく

であることを表現
ひょうげん

している。 

島
しま

(蓬莱
ほうらい

島
しま

) 中国
ちゅうごく

の古
ふる

い民間
みんかん

信仰
しんこう

に、海上
かいじょう

の遥
はる

か彼方
か な た

の島
しま

に不老
ふ ろ う

不死
ふ し

の仙人
せんにん

が住
す

むといわれ、その

象 徴
しょうちょう

として島
しま

を配
はい

した 

松
まつ

 日本
に ほ ん

庭園
ていえん

で最
もっと

もよく使
つか

われる植栽
しょくさい

。 

一年中
いちねんじゅう

、緑
みどり

を保
たも

っている松
まつ

は、永遠
えいえん

の栄
さかえ

を象 徴
しょうちょう

している。 

また、松
まつ

には神様
かみさま

が降
お

り立
た

つとされる。 

 

  



 

10 

 

【Japanese Garden】 

・Garden culture was introduced from China in the 6th to 7th centuries along with Buddhism. 

  Therefore, it is strongly influenced by ancient Chinese immortal thought, Buddhism thought, and folk 

beliefs.  

・Japanese gardens use a technique called “Mitate”, which expresses one thing in another. For example, oblong 

rocks can be likened to ships, and white sand can be likened to oceans and rivers. 

 

・Japanese gardens differ from Western gardens in the following way. 

 Japanese gardens Western gardens 

 

 

 

 

 

 

Nakamura-Park 

 

 

 

 

 

 

Palace of Versailles 

Features It creates natural forms such as mountains, 

streams, waterfalls, etc. 

It uses geometric patterns, bilateral symmetry, 

fountains and sculptures to create spaces not 

found in nature. 

Location Mainly temples and shrines Mainly castles and palaces 

Attitude towards  nature  Coexistence with nature Nature is to be controlled 

Viewing point Designed to be viewed at eye level or from 

below 

Designed to be viewed from above, such as a 

palace terrace 

Flowers and trees For the purpose of calming the mind, 

colorful flowering trees are not often used 

Decorated with bright flowers such as roses, and 

flower beds 

 

・Characteristic “Mitate” items used in Japanese gardens (seen in Nakamura Park) *Many are based 

on the ideas mentioned above. 

Pond The pond expresses the sea and rivers in a “Mitate” way. 

The style in which a pond is placed in the center of the garden is called a “Chisen garden”,' of 

which there are three types. 

1. Boat cruising chisen style: Enjoy the garden from a boat 

2. Viewing chisen style: Enjoy the garden from the tatami room of a mansion 

3. Strolling chisen style: Enjoy as you walk around the garden 

Suhama / 

Araso 

The landscape of small stones and sand on the shore is called “Suhama”' and represents a 

calm beach. 

The rocks on the shore are called “Araso”, which represents a rocky area eroded by waves. 

Waterfall Natural waterfalls are usually deep in the mountains. 

By forming a waterfall, it expresses that it is a deep mountain and secluded valley. 

Island (the Isle of the 

Immortals) 

According to an old Chinese folk belief, an immortal hermit lives on an isle far away in the sea, 

so the island was featured as symbol of this. 

Pine trees The most commonly used plant in Japanese gardens. 

Pines, which remain green all year round, symbolize eternal prosperity. 

It is also said that gods descend to pine trees. 

 

 

 

 

 

主催：（公財）名古屋国際センター  

Hosted by: Nagoya International Center 

運営：NIC WALKING GUIDES ボランティア（2023） 

Organized by: NIC WALKING GUIDES Volunteers (2023) 


